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　１月１ １日、 遠軽町芸術文化交流プラザ ・ メトロプラザで令和８年

遠軽町二十歳の成人式が行われました。

　式典では、 佐々木修一遠軽町長から「皆さんはこれから自らの

責任の下に、 自分の力で人生の岐路の重要な選択や決断をして

いかなくてはなりませんが、 自立した大人として社会に対して責任

のある行動を期待しています」と式辞があり、 その後、 新成人を代

表して渡部優真さんと本田有香さんが「若い情熱と可能性を秘め

た明るい未来を描き、 自分自身に誇りを持って日々たくましく生き

抜きます」と誓いの言葉を述べていました。

　また、 式典終了後には「二十歳を祝う会」が実施され、 新成人た

ちは友人たちと談笑したり、 写真を撮り合うなど、 旧友との再会や

思い出話に花が咲いていました。

遠軽町

対 象 者：平成17年４月２日～

　　　　 平成18年４月１日生まれの方

対象者数：157人　出席者数：123人

大人になったと

実感した出来事は？

お酒を飲めるように

なったことです！

（味は…（笑））

過去の自分に１つだけ

アドバイスするなら？

「もっと勉強すればよかっ「もっと勉強すればよかっ

た」です。現在資格の勉強た」です。現在資格の勉強

中ですが、前から勉強の仕中ですが、前から勉強の仕

方を身に付けていれば…。方を身に付けていれば…。

今一番楽しいことは？

仕事でできることが去年

より多くなってきました。

だから、今の仕事がすご

く楽しいです。

３人 以 外にも
３人 以 外にも
インタビュー
インタビュー
し て い ま す！
し て い ま す！

令和８年２月号 2
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月
27
日
、
東
大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
、

　
　

３
年
連
続
13
度
目
の
出
場
と
な
っ
た
遠
軽

高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
が
第
１
０
５
回
全
国
高
等
学

校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。

　

記
念
大
会
と
し
て
都
道
府
県
予
選
を
勝
ち
上

が
っ
た
56
校
が
参
加
し
た
今
大
会
。
開
会
式
で

は
、
各
校
を
代
表
し
て
兵
庫
県
関
西
学
院
高
校

の
西
浦
章
博
主
将
が
「
支
え
て
く
れ
た
全
て
の

人
た
ち
と
、
こ
れ
ま
で
戦
っ
て
き
た
全
チ
ー
ム

の
想
い
を
背
負
い
、
伝
統
の
こ
の
花
園
で
正
々

堂
々
戦
う
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓

し
、
遠
軽
高
校
の
戦
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

伝
統
の
青
か
ら
「
国
宝
」
で
あ
る
黒
曜
石
の
黒

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
へ
と
一
新
し

て
臨
む
初
め
て
の
花
園
。
１
回
戦
は
、
19
年
連

続
20
度
目
出
場
で
、
高
校
日
本
代
表
候
補
の
選

手
を
擁
す
る
全
国
常
連
校
、
広
島
県
尾
道
高
校

と
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

石
崎
真
悟
監
督
が
「
就
任
し
て
か
ら
最
も
バ

ラ
ン
ス
が
い
い
チ
ー
ム
」
と
語
っ
て
い
た
チ
ー

ム
は
、
約
２
週
間
前
か
ら
道
外
で
合
宿
を
積
み
、

万
全
の
態
勢
で
臨
み
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
の
平

均
体
重
が
７
キ
ロ
以
上
重
い
、
パ
ワ
ー
と
ス

ピ
ー
ド
が
上
回
る
相
手
に
押
さ
れ
る
展
開
が
続

き
ま
し
た
。
オ
フ
ェ
ン
ス
で
は
懸
命
に
突
破
し

て
い
き
ま
す
が
、
強
豪
校
の
圧
力
に
押
さ
れ
ト

ラ
イ
に
は
中
々
届
か
ず
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
も

勇
敢
に
タ
ッ
ク
ル
に
行
き
ま
し
た
が
、
相
手
の

パ
ス
ワ
ー
ク
で
ト
ラ
イ
を
決
め
ら
れ
、
結
果
５

対
74
で
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

涙
を
飲
む
結
果
と
は
な
り
ま
し
た
が
、
０
対

62
で
迎
え
た
終
了
間
際
の
後
半
23
分
に
、
敵
陣

1212

ラグビーフットボール大会

4令和８年２月号

後半23分、魂の１トライ後半23分、魂の１トライ 開会式の様子開会式の様子

令和８年２月号 4



5 令和５年１月号

で
の
パ
ス
カ
ッ
ト
か
ら
相
手
陣
内
ゴ
ー
ル
前
10

メ
ー
ト
ル
の
ス
ク
ラ
ム
か
ら
抜
け
出
し
た
吉
田

琉
希
也
選
手
が
相
手
を
吹
き
飛
ば
し
な
が
ら
右

隅
に
ト
ラ
イ
を
決
め
る
な
ど
、
最
後
ま
で
戦
う

姿
勢
を
見
せ
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。
試
合
を
終

え
、
上
村
寛
大
主
将
は
「
１
ト
ラ
イ
取
れ
た
の

で
よ
か
っ
た
で
す
。
花
園
で
の
応
援
団
の
声
援

は
チ
ー
ム
の
力
と
な
り
ま
し
た
。
今
日
は
負

け
ま
し
た
が
３
年
間
で
一
番
の
試
合
内
容
で

し
た
」と
満
足
し
た
表
情
で
試
合
を
振
り
返
り
、

ト
ラ
イ
を
決
め
た
吉
田
選
手
も
「
チ
ー
ム
で
あ

そ
こ
ま
で
運
ん
だ
の
で
、
最
後
は
何
が
何
で
も

取
り
た
か
っ
た
。
チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
」と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

同
時
刻
に
芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
・
メ
ト
ロ

プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
で
は
約
２
０
０
人
が
来
場
。
ス
ク
リ
ー
ン
越

し
に
熱
の
こ
も
っ
た
応
援
を
送
り
続
け
、「
生
徒

た
ち
が
必
死
に
戦
う
姿
を
見
て
い
て
熱
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

石
崎
監
督
は
「
相
手
は
強
か
っ
た
が
、
試
合

で
は
自
分
た
ち
の
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
に
繋
が
る
、

全
国
で
も
戦
え
る
と
思
え
る
内
容
で
し
た
。
今

回
か
ら
新
し
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
町
民
の
皆
様

の
期
待
を
背
負
い
、
そ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
チ
ー
ム
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」
と
充
実
感

と
共
に
来
年
に
向
け
て
の
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

期
待
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
前
へ

期
待
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
前
へ

試合開始前、気合を入れる選手たち試合開始前、気合を入れる選手たち

第105回 全国高等学校

5 令和８年２月号

パブリックビューイング会場パブリックビューイング会場

約200人の町民がトライに湧きました約200人の町民がトライに湧きました たくさんの応援団が駆けつけましたたくさんの応援団が駆けつけました

5 令和８年２月号



令和５年１月号 6

　地方公務員法第22条の２に基づき任用される職員で
補完的な業務を担当し、会計年度（４月１日から翌年
３月31日まで）に合わせて最長１年間の任期となりま
すが、勤務成績が良好かつ任期満了後に同一の職が設
置される場合は、改めて任用されることがあります。
　また、勤務時間や勤務日数などの勤務条件について
は、その職によってさまざまな形態があります。

　会計年度任用職員の任用を希望される方に、あらか
じめ候補者として登録していただき、必要に応じて登
録者の中から、選考により任用する制度です。

【注意事項】
・�任用は業務発生状況等に応じて随時行いますので、

登録した場合でも任用されないことがあります。
・�書類選考の結果、面接に至らなかった場合について

はご連絡しません。
・�募集する職種によっては、その職種の登録者がいな

いまたは適任者がいないなどの場合、ハローワーク
等を通じて直接募集することがあります。

特別支援教育支援員（会計年度任用職員）

　町内の小中学校において、特別に支援を要する児童
生徒の食事や排せつ、教室の移動補助など、学校にお
ける日常生活動作の介助等を行います。

特別支援教育に理解を持ち、支援に対し意欲のある方

町内の小中学校

令和８年４月１日から令和９年３月31日までの期間の
範囲内
※１日５時間以内で年間196日以内の勤務となります。

　町、町教育委員会及び学校給食センターでは、令和８年度に役場などで働く「会計年度任用職員」の候補者の登録
を受け付けます。

会計年度任用職員会計年度任用職員
候補者の登録を受け付けます候補者の登録を受け付けます

申込・問

【町】　　　　　　　　　　　【町教育委員会】　 　　　　　　 　　【町教育委員会（学校給食）】

総務課☎ 42‐4811　　　　教育委員会総務課☎ 42‐2191　　　 学校給食センター☎ 42‐2191

生田原支所☎ 45‐2011　　生田原教育センター☎ 46‐2302

丸瀬布支所☎ 47‐2211　　丸瀬布教育センター☎ 47‐2456

白滝支所☎ 48‐2211　　　白滝教育センター☎ 48‐2213

３年間（令和８年度～10年度：令和11年３月31日
までが有効期限です）

※�令和７年度までに会計年度任用職員の任用を希望し、
既に「任用申込書」を提出している方についても、現
在の任用申込書の有効期限が令和８年３月31日まで
となっていますので、改めて登録していただく必要
があります。

・一般事務員
・�各種作業員（草刈作業員、土木作業員、除雪作業員、
清掃作業員、給食作業員など）

・�資格が必要な職（教諭、看護師、保健師、保育士、
給食調理員、特殊運転手など）

　令和８年４月１日から令和９年３月31日までの期間
の範囲内となります。
　なお、勤務成績などを考慮し、次年度も継続して再
度の任用をすることがあります。

遠軽町特別支援教育支援員遠軽町特別支援教育支援員
候補者を募集します候補者を募集します
　町教育委員会では、特別支援教育支援員をあらかじめ候補者として申し込みのあった方の中から、必要に応じて
予算の範囲内で任用しますので、任用を希望される方は申込みをしてください。

申込・問教育委員会総務課☎42‐2191

３年間（令和８年度～10年度：令和11年３月31日
までが有効期限です）

※�令和７年度までに特別支援教育支援員の任用を希望
し、既に「任用申込書」を提出
している方についても、現在
の任用申込書の有効期限が令
和８年３月31日までとなって
いますので、改めて登録して
いただく必要があります。

26人以内

書類選考及び面接

会計年度任用職員とは

候補者の登録とは

候補者登録の有効期限

登録を受け付ける主な職種

任用期間

職種

職務

申込資格

勤務先

任用期間

候補者の有効期間

募集人員

選考方法

令和８年度

令和８年２月号 6



7 令和５年１月号

■申込方法

　今回の登録から、パソコンやスマートフォン等による電子申請での申込みとなりますので、申込みの手順は、
下記をご確認の上、申込みしてください。なお、申込用紙での受付はしませんのでご了承ください。

■申込期間

　令和８年４月１日からの任用を希望される方は、２月16日（月）までに申込みをしてください。それ以外の
方は、随時受け付けます。
※地方公務員法第16条各号のいずれかに該当する方は、申込みすることはできません。

■申込の手順

①�次のＵＲＬ等から会計年度任用職員任用申込（候補者登録）フォームにアクセスし、登録したい区分（「遠軽
町」「遠軽町教育委員会」「遠軽町教育委員会（学校給食）」）を選択の上、必要事項を入力してください。

②顔写真データ（胸から上の証明写真イメージ）を添付してください。
③資格を必要とする職種の場合は、当該資格者証等の画像データを添付してください。
④障害者手帳を持っている方は、障害者手帳の画像データを添付してください。
　※障害者雇用促進の一環として、障害をお持ちの方の登録を随時募集しています。
⑤�必要事項の入力及び画像データの添付が完了しましたら、「確認」ボタンを押し、登録を終了してください。
　※画像データは「.ｐｎｇ」「.ｊｐｇ」「.ｊｐｅｇ」のみ添付可能です。
　※入力内容に不備がある場合メッセージが出ますので、適宜、修正してください。

パソコンやスマートフォン等により、上記ＵＲＬ等から会計年度任用職員任用申込（候補者登録）
フォームにアクセスし、登録したい区分について必要事項を入力してください。

欠格条項の確認（地方公務員法第16条各号のいずれにも該当しないこと）

登録区分の選択（遠軽町、遠軽町教育委員会、遠軽町教育委員会【学校給食】）

基本事項の入力
（氏名、性別、生年月日、住所、電話番号、メールアドレス、顔写真画像データ添付）

免許・資格の入力（免許・資格の名称、取得年月）

希望事項を入力
（希望職種、希望勤務地、希望勤務条件、資格者証画像データ添付、障害者手帳画像データ添付）

職歴（町、町教育委員会、学校給食以外）を入力（勤務先名、職務内容、在職期間）

職歴（町、町教育委員会、学校給食）を入力
（勤務所属名、職種、在職期間）　※平成17年10月１日以降

記載内容の確認 登録完了

入力の流れ

会計年度任用職員任用申込（候補者登録）フォームＵＲＬ等

https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=ZAmMjOCp
（町ホームページ「職員採用」ページにもリンクを貼っています）

申込みについて申込みについて　～今回から申込方法が変わります～

最終学歴の入力（学校名、学科・学部、卒業状況、卒業年月）

7 令和８年２月号
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必
要
に
な
り
ま
す（
ご
本
人
や
控
除
対
象
配

偶
者
・
扶
養
親
族
・
事
業
専
従
者
な
ど
）
。

　

ま
た
、
申
告
者
ご
本
人
は
申
告
の
際
に
本

人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
加
入
者
の
申
告

　

遠
軽
町
の
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
前
年

中
に
収
入
が
な
い
場
合
で
も
住
民
税
の
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん（
給
与
所
得
の

み
で
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
方
や
所
得
税

■
確
定
申
告
の
期
間

２
月
16
日
（
月
）
～
３
月
12
日

（
木
）

午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

午
後
１
時
～
午
後
４
時

※�

土
日
、
祝
日
は
申
告
を
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

※�

受
付
期
間
と
受
付
時
間
が

例
年
と
異
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
確
定
申
告
会
場　

・�

役
場
３
階
大
会
議
室
（
体
の
不
自
由
な
方

は
、
１
階
税
務
課
窓
口
で
も
申
告
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
）

・
生
田
原
支
所

・
丸
瀬
布
支
所

・
白
滝
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
研
修
室
４　

※�

確
定
申
告
に
関
す
る
手
引
き
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
は
国
税
庁
の
Ｈ
Ｐ（h

ttp
s://

w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp

/ta
x
e
s
/s

h
ira

b
e
ru

/

sh
in
k
o
k
u
/sy

o
to
k
u
/r0

7
.h
tm

）
で

ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
年
金
所
得
者
に
係
る
住
民
税
の
申
告
に
つ

い
て

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円

以
下
で
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
方
は
、
年
金

所
得
者
に
係
る
確
定
申
告
不
要
制
度
に
よ
り

所
得
税
の
確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

次
の
方
は
住
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
み
が
あ
る

　

方
で
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」に
記

　

載
さ
れ
て
い
る
控
除（
社
会
保
険
料
控
除

　

や
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
等
）
以
外
の

　

各
種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
方（
例
：
国

　

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

　

齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
の
社
会
保
険
料
控

　

除
、
生
命
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
な

　

ど
）

�

②
「
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
」の
記
載
内
容

　

に
相
違
の
あ
る
方（
例
：
配
偶
者
を
扶
養

　

に
取
っ
て
い
る
の
に
記
載
が
無
い
、
障
害

　

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
の
に
記
載

　

が
無
い
な
ど
）

③�

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

が
あ
る
方

※�

①
②
に
該
当
す
る
方
は
、
住
民
税
の
申
告

を
行
わ
な
い
と
、
町
・
道
民
税
の
各
種
控

除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
社
会
保
障
・
税
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制

度
に
つ
い
て

　

確
定
申
告
書
に
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
12

桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）の
記
載
が

  
確
定
確
定
申
告
申
告
が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

令
和
７
年
分

申告は正しくお早めに。申告は正しくお早めに。

の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
方
は
申
告

の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
）
。

　

低
所
得
世
帯
に
は
国
民
健
康
保
険
税
や
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
軽
減
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
が
、
申
告
し
て
い
な
い
と
、
こ
の

制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

問
紋
別
税
務
署

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
１
９
１

税
務
課
☎
42
‐
４
８
１
４　

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

　介護保険の要介護認定を受けている65歳以上の方で、一定の基

準を満たし、町から障害者控除対象者として認定された方は、所得

税及び町・道民税の障害者控除が受けられます。

　令和７年12月31日現在の状況による判定の結果、認定された方

には「障害者控除対象者認定書」が交付されますので、これを申告時

に提示すると障害者控除が受けられます。

　なお、障害者控除の認定を希望する方は、申請書の提出が必要と

なります。

　申請・問保健福祉課（げんき21）☎42‐4813　または各支所

介護保険の要介護認定を受けている方へ

令和８年２月号 8
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●�屋根の雪や氷は、気温が上昇しー３℃より高くなると落ちやすくなるため、事前に処理するようにして
ください。

　�また、雪下ろしをする際は、歩行者や雪遊びをしている子どもなどが付近にいないか確認しながら作業
を行ってください。

●�屋根から大量に雪が落ちた場合は、直ちに事故が起きていないか確認するとともに、歩行者や交通の妨
げにならないよう、速やかに処理をしてください。

●�交通事故及び交通障害防止のため、屋根から落ちた氷雪や、敷地内の雪を道路へは絶対に出さないでく
ださい。

●�屋根の構造上、氷雪が道路や歩道に落ちる危険性がある建物には、事故防止のた
め、雪止めなどを取り付けるようにしてください。

●�雪止めを付けていても、老朽化により強度が不足していたり、取付金具がさびて
落ちる場合がありますので、毎年必ず点検を行い、危険な箇所があれば早急に修
理してください。

●�軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に十分注意してください。
●�軒下では、絶対に子どもを遊ばせないでください。

■雪捨場についての連絡先

【遠軽地域】

●学田雪捨場（２条通北８丁目）

　管理受託者　（株）ヨコタ☎42‐0688

●福路雪捨場（福路２丁目）

　管理受託者　（株）中野モータース遠軽☎42‐2807

【生田原地域】生田原支所☎45‐2013

【丸瀬布地域】丸瀬布支所☎47‐2213

【白滝地域】白滝支所☎48‐2211

屋根からの落雪や落氷防止のお願い屋根からの落雪や落氷防止のお願い
　自宅の屋根に積もった雪や氷が落ちて「ヒヤリ」とした経験はありませんか？
　屋根や看板等からの落氷雪により、歩行者が「けが」をする事故が毎年絶えません。
　落氷雪の処理には大変苦労されていると思いますが、冬期間の交通を円滑にし、事故を未然に防止する
ため、次のことに注意してください。

　

問■国道に関すること　道の相談室　平日（午前９時30分から午後５時まで）☎0157‐22‐3400

　　　　　　　　　　　　　　　　　土日・休日・平日（午後５時以降）☎＃9910
■道道に関すること　　北海道オホーツク総合振興局網走建設管理部遠軽出張所☎42‐3165
■町道に関すること　　【遠軽地域】建設課☎42‐4817　【生田原地域】生田原支所☎45‐2013
　　　　　　　　　　　【丸瀬布地域】丸瀬布支所☎47‐2213　【白滝地域】白滝支所☎48‐2211

雪捨て場からのお願い雪捨て場からのお願い

　広報12月号でもお知らせしましたが、雪捨場内での事故などを防ぐため、受入時間は午前８時から午

後５時までとなっています。

　受入時間外は、雪を押すブルドーザが稼働していませんので、大型ダンプなどで大量の雪が搬入された

場合、その後の作業に支障をきたし、一般の町民にもご迷惑をかけてしまいますので、受入時間を遵守す

るようお願いします。

　ただし、排雪作業の都合上、受入時間外に大量の雪を搬入しなければならない場合については、遠軽地

域は雪捨場管理受託者へ、その他の地域は各支所に必ず事前確認してください。

　近年は、皆様のご協力により雪捨場に捨てられるゴミの量は減っていますが、いまだに家庭ゴミや動物

の死骸等が捨てられている事があります。町民全体が利用する雪捨場ですので、必ずルールを守って利用

してください。

　また、幹線道路の排雪作業を年に数回実施していますが、安全性の面から夜間作業となる場合が多く、

雪捨場近隣にお住まいの方には騒音などで大変ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

ご協力を

お願いします！

9 令和８年２月号
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Town Information

まち
の人口
（令和７年12月末現在）

　　　　　　　　 前月比
▶人口　17,113人　（ -25）
･遠軽　14,299人　（ -16）
･生田原 1,378人　（  -4）
･丸瀬布   987人　（  -3）
･白滝　　 449人　（  -2）
▶男性　 8,313人　（ -13）
▶女性　 8,800人　（ -12）
▶世帯　 9,469世帯（  -7）
▶出生　    11人　（   4）
▶死亡　　　25人　（   2）

12月の
事故発生状況
▶人身事故　  0件（ 10件）
▶死　　者　  0人（  3人）
▶負 傷 者　  0人（  8人）
▶物損事故　 65件（390件）
※（　）は令和７年累計

12月の
火災発生状況
▶火災発生　  0件（ 15件）
▶死　　者　　0人（  0人）
▶負 傷 者　　0人（  2人）
※（　）は令和７年累計

無
料
法
律
相
談

無
料
法
律
相
談

■
日
時

■
日
時

２
月
２
月
99
日
（
月
）

日
（
月
）午
後
２
時
～
５
時

午
後
２
時
～
５
時

３
月
３
月
99
日
（
月
）

日
（
月
）午
後
２
時
～
５
時

午
後
２
時
～
５
時

■
場
所

■
場
所　　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
げ
ん
き

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
げ
ん
き
2121
））

■
相
談
時
間

■
相
談
時
間　

１
人

　

１
人
3030
分
程
度

分
程
度

■
申
込
み

■
申
込
み　　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
定
員
（
６
人
）
を
超
え
た
場
合

　

た
だ
し
、
定
員
（
６
人
）
を
超
え
た
場
合

は
ご
了
承
く
だ
さ
い

は
ご
了
承
く
だ
さ
い（
年
度
内

（
年
度
内
11
人
２
回

人
２
回

ま
で
）
。

ま
で
）
。

申
込
・

問
企
画
課

企
画
課
☎☎
4242
‐
４
８
１
８

‐
４
８
１
８

困
り
ご
と
相
談
会
の
お
知
ら

せ

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
ろ

う
」
で
は
、
経
済
的
に
暮
ら
し
が
成
り
立

た
な
い
な
ど
の
困
り
ご
と
を
、
ど
う
し
た

ら
解
決
で
き
る
か
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
相
談
日
時
・
場
所

【
２
月
20
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時
】

・
白
滝
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
丸
瀬
布
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
生
田
原
総
合
支
所

【
２
月
27
日
（
金
）午
前
10
時
～
午
後
３
時
】

・
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー（
げ
ん
き
21
）

■
申
込
み　

相
談
日
前
日
の
正
午
ま
で

※�

相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
ご
予
約
が

な
い
場
合
に
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

申
込
・

問

オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
ろ
う
」

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
３
１
１
０

町
職
員
人
事
異
動

遠
軽
町
退
職
辞
令（
12
月
31
日
）

▼
藪
雪
乃
〔
総
務
部
総
務
課
庶
務
担
当
〕

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

を
保
育
所
運
営
事
業
に
活
用

　

本
町
で
は
、
令
和
７
年
度
の
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
７
８
７
万
６
千
円
を
、

町
立
保
育
所
の
保
育
士
の
人
件
費
に
充
て
、

貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
や
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
の
提
供
な

ど
、
充
実
し
た
保
育
事
業
に
よ
る
少
子
化

対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
交
付
金
は
、
発
電
用
施
設

の
周
辺
地
域
に
お
け
る
公
共
施
設
の
整
備

や
地
域
活
性
化
事
業
に
よ
り
地
域
住
民
の

福
祉
の
向
上
を
図
り
、
発
電
用
施
設
の
設

置
及
び
運
転
の
円
滑
化
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
運
転
開
始
後
15
年
を
経
過
し
た
発

電
施
設
の
所
在
地
と
そ
の
周
辺
市
町
村
に

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

問
企
画
課
☎
42
‐
４
８
１
８

遠
軽
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画（
案
）
に
対
す
る
意
見

募
集
の
結
果
に
つ
い
て

　

意
見
募
集
を
実
施
し
た
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

令
和
７
年
12
月
１
日
～
29
日

■
閲
覧
場
所

役
場
２
階
企
画
課
、
各
支
所
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

■
意
見
数　

０
件（
意
見
な
し
）

　

問
企
画
課
☎
42
‐
４
８
１
８

令
和
８
年
度
版『
え
ん
が
る

マ
ナ
ビ
ィ
情
報
』
掲
載
団
体

を
募
集
し
ま
す

　

町
教
育
委
員

会
で
は
、
町
内

で
生
涯
学
習
に

取
り
組
ん
で
い

る
団
体
等
を
広

く
紹
介
し
て
、

新
規
会
員
の
加
入
な
ど
団
体
活
動
の
支
援

を
目
的
と
し
た
情
報
紙『
え
ん
が
る
マ
ナ

ビ
ィ
情
報
』を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
８
年
度
版
の
発
行
に

あ
た
り
、
情
報
紙
へ
の
新
規
掲
載
を
希
望

す
る
団
体
や
サ
ー
ク
ル
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

２
月
13
日（
金
）ま
で

■
申
込
方
法　

　

電
話
で
「
掲
載
を
希
望
す
る
」と
お
伝
え

く
だ
さ
い
。
後
日
、
情
報
を
入
力
す
る

フ
ォ
ー
ム
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
そ
の
他　

　

令
和
７
年
度
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
団

体
や
サ
ー
ク
ル
は
、
掲
載
内
容
を
確
認
す

る
た
め
別
途
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
・

問
社
会
教
育
課
☎
42
‐
２
１
９
１
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11 令和８年２月号

有料広告

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組みです。

広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
軽
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会
運
動
教
室
の
お
知
ら
せ

～
町
民
水
泳
指
導（
月
２
～
３
回
）～

■
日
時　

２
月
20
日（
金
）、
27
日（
金
）

【
初
級
】
午
前
10
時
～
11
時

【
中
級
】
午
前
11
時
10
分
～
午
後
０
時
10
分

■
場
所　

え
ん
が
る
温
水
プ
ー
ル

■
対
象　

【
初
級
】
初
め
て
泳
ぐ
方
、
ク
ロ
ー
ル
・
背

泳
ぎ
25
メ
ー
ト
ル
完
泳
を
目
指
す
方

【
中
級
】
ク
ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ
を
50
メ
ー
ト

ル
以
上
連
続
で
泳
げ
る
方

■
持
ち
物　

水
着
・
水
泳
帽
・
バ
ス
タ
オ
ル

な　
　

ど

■
指
導
者　

遠
軽
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
指
導
者

■
申
込
み　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。
受
講

日
に
受
付
に
あ
る
申
込
用
紙
へ
名
前
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
え
ん
が
る
温
水
プ
ー
ル
☎
49
‐
９
５
０
０

～
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室（
毎
週
木
曜
日
）～

■
場
所　

総
合
体
育
館

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
対
象　

18
歳
以
上
の
町
民（
女
性
限
定
）

■
内
容　

簡
単
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

■
持
ち
物　

運
動
靴
・
飲
料
水
・
タ
オ
ル
な　

　

ど

■
申
込
み　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・

問

総
合
体
育
館
☎
42
‐
１
９
０
３

【
共
通
事
項
】

・�

受
講
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
利

用
料
が
か
か
り
ま
す
。

・�

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
は
加
入
し
ま
せ
ん

の
で
、
け
が
等
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
度
、
関
西
の
遠
軽
高
校
卒
業
生

有
志
を
中
心
に
「
関
西
オ
ホ
ー
ツ
ク
の

会
」（
清
野
進
代
表
）
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
会
は
、
関
西
で
開
催
さ
れ
る
野

球
や
吹
奏
楽
、
ラ
グ
ビ
ー
等
の
大
会
で

北
海
道
を
応
援
し
て
き
た
皆
さ
ん
が
、

関
西
に
関
西
旭
川
会
、
関
西
岩
見
沢
会
、

関
西
小
樽
会
、
関
西
帯
広
会
、
関
西
釧

路
会
な
ど
多
く
の
ふ
る
さ
と
会
が
あ
る

中
、
こ
れ
ま
で
遠
軽
、
湧
別
、
紋
別
等

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
の
会
が
無
か
っ
た
こ

と
を
受
け
て
、
今
回
発
足
す
る
こ
と
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

　

12
月
27
日
、
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ

ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
た
遠

軽
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
１
回
戦
の
試
合
を

応
援
し
た
後
、
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
佐
々
木
修
一

町
長
は
「
会
員
の
皆
様
は
、
こ
れ
ま
で

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区
を
代
表
し
て
関
西
で

開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
文
化

芸
術
活
動
な
ど
の
際
に
集
ま
り
、
応
援

を
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
活

躍
を
願
い
、
会
員
の
皆
様
と
ワ
ン
チ
ー

ム
で
応
援
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

関
西
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
強
い
絆
を
！

　
　
　
　
　
　
　
～「
関
西
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
会
」
設
立

▲設立総会時の様子

▲遠軽高校ラグビー部の応援に駆けつけました



12令和８年２月号

月のお知らせ月のお知らせ２
Town Information

地域の身近な相談相手 「民生委員・児童委員」地域の身近な相談相手 「民生委員・児童委員」
ご存じですか？

■民生委員・児童委員についてのお問い合わせ

保健福祉課☎42‐4813　生田原支所☎45‐2011　丸瀬布支所☎47‐2211　白滝支所☎48‐2211

民生委員・児童委員とは？

　皆さんがお住まいの地域に、民生委員・児童委員と呼ばれる方々がいるのをご存じですか。

　「民生委員」は、民生委員法に基づいて厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員です。社会福祉の増進の

ために、地域町民の立場から生活や福祉全般に関する相談や援助活動を行っており、創設から100年の歴史を持つ

制度です。

　また、全ての民生委員は児童福祉法によって「児童委員」も兼ねており、妊娠中から子育ての心配事や不安に関す

るさまざまな相談や支援を行っています。

　核家族化が進み、地域社会のつながりが社会的な課題となっている今日、子育てや介護の悩みを抱える方や、障

がいのある方・高齢者などが孤立し、必要な支援を受けられないということがないように、民生委員・児童委員が

地域住民の身近な相談相手となり、支援を必要とする町民と行政や専門機関をつなぐパイプ役を務めています。

　地域の実情をよく知り、福祉活動やボランティア活動などに理解と熱意がある、民

生委員・児童委員の候補者を市町村で選定し、都道府県の推薦を経て厚生労働大臣よ

り委嘱を受けます。

■身分　特別職の地方公務員（非常勤）

■報酬　�ボランティアとして活動するため給与はありません。ただし、必要な交通費・通信費・研修参加費などの

活動費（定額）は支給されます。

■任期　�３年で再任も可能です。民生委員・児童委員の活動は個人の私生活に立ち入ることもあるため、活動上知

り得た情報について守秘義務が課せられており、委員退任後も引き続き課されます。

　　　　令和５年３月末現在、全国で約23万人の民生委員・児童委員が活動しています。

　民生委員・児童委員は地域の「民生委員児童委員協議会」に所属し、地域の実情に合わせて福祉に関する幅広い活

動を行っています。

　また、民生委員・児童委員の中から厚生労働大臣に指名されて、児童福祉に関する事項を専門に担当する主任児

童委員がいます（平成29年３月末現在で全国に約2.1万人）。

　民生委員・児童委員、主任児童委員は、地域町民である皆さんと同じ立場で相談にのり、必要であれば福祉制度

や子育て支援サービスを受けられるように関係機関へつなぐ役割を果たします。

　高齢者や障がいがある方への支援が必要なとき、子育てや介護での心配ごとや不安といった困ったことがあると

きは、お住まいの地域の民生委員・児童委員、主任児童委員へお気軽にご相談ください。

　民生委員・児童委員、主任児童委員には守秘義務があり、相談した方の秘密は守られます。

　地域の民生委員・児童委員、主任児童委員や制度について詳しく知りたい場合は、保健福祉課または各支所まで

お問い合わせください。

　令和７年12月１日付けで委嘱された民生委員・児童委員の皆さんを左表で紹介します。任期は３年となっていま

す。生活上の困りごとや心配ごとがありましたら、お気軽にご相談ください。

　しかし、残念ながら、現時点で選出のできていない地区があります。選出できていない地区にお住まいの方で民

生委員・児童委員に相談したいことがありましたら、下記のお問合せ先までご連絡ください。

　また、選出できていない地区にお住いの方で民生委員児童委員に興味のある方や候補者がいましたら、保健福祉

課までご連絡ください。

民生委員・児童委員に相談したいときは？

住んでいる地区に民生委員・児童委員がいなかったら？

どんな活動をしているの？

委嘱を受けた民生委員・児童委員の身分や条件

どんな人が民生委員・児童委員になっているの？
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13 令和８年２月号

■遠軽地域

氏名 担当地域

坂　本　久　子 西町１丁目２～７番地

中　坪　惠津子
西町１丁目１番地、西町２丁目1番地
（山の手団地）

井　上　光　由 西町２丁目２・３番地、５番地の一部

高　倉　典　子 西町２丁目６～11番地

今　野　　　勇　西町２丁目４番地、５番地の一部

前　田　香代子 西町３丁目１・２番地

森　谷　喜代志 西町３丁目３番地（末広団地）

塚　田　えつ子 西町３丁目４・５番地

平　野　志津子 宮前町

橋　田　和　美 大通、岩見通、1条通南３・４丁目

井　上　秀　一 大通、岩見通、１条通、２条通南２丁目

木　村　一　則 大通、岩見通南２丁目

長谷川　和　俊
１条通、２条通南１丁目、２条通南２
丁目の一部

畠　山　ヒロエ 大通、岩見通北１丁目

梅　澤　春　美 １条通、２条通北１丁目

【選　出　中】 大通、岩見通北２丁目

工　藤　克　哉 １条通、２条通北２丁目

山　本　法　子 岩見通北３・４丁目

柴　田　明　美 大通北、１条通北、２条通北３・４丁目　　

柏　　　真利子
岩見通北５～７丁目、大通北５丁目１番地、
６丁目１～３番地、７丁目１・２・４番地

中　野　昌　行
大通北５丁目２番地、大通北６丁目４
番地、１条通、２条通北５・６丁目　　　　

【選　出　中】
大通北８丁目１・３番地、岩見通北８
丁目・丸大の一部

千　葉　哲　己
大通北７丁目３番地、大通北８丁目２
番地、１条通・２条通北７・８丁目

山　谷　和　善 福路１～３丁目

【選　出　中】 南町１丁目、２丁目８番地（自衛隊官舎含む）

櫻　場　新　一 南町３丁目１・74番地、２～４番地の一部

【選　出　中】 南町３丁目４番地の一部、５～39番地

落　合　幸　子 南町３丁目２・４番地の一部、44～66番地

藤　井　みどり 南町４丁目

長谷川　直　子 南町２丁目１～７・９番地

大　江　二三恵 東町４丁目、東町５丁目

【選　出　中】 東町１丁目

高　野　眞理子 東町２丁目、南町２丁目の一部

三　品　ひとみ 東町３丁目、向遠軽

白　石　由　美 大通、岩見通、１条通北９～11丁目

川　口　　　強 学田２～５丁目

橋　満　眞由美 学田１丁目、２丁目の一部

濱　野　洋　子 清川

横　畠　眞由美 寿町（自衛隊官舎）

氏名 担当地域

菅　沼　美　波 豊里64～114番地

小山田　一　幸 豊里131番地～

橋　本　尚　明 白竜、千代田、社名淵、美山

関　根　春　信 若松、見晴、留岡、丸大

伊　佐　美直子 瀬戸瀬東町・西町、若咲内、柏

岸　　　ひとみ 湯の里、栄野、野上

國　分　悦　子 主任児童委員

■生田原地域

氏名 担当地域

堀　江　　　都 黄波、桜岡、元生

須　藤　　　清 大和、栄行

六　車　信　子 源

【選　出　中】 生野・豊原

佐　藤　よし子 北区、信盛

秋　元　恭　子 大通、中区

池　田　奈穂子 東宮・金山通

大　辻　祐　一 学校通

飯　田　千　春 南区・八重

埴　山　和　成 新生、岩戸、伊吹、清里

高　橋　俊　郎 主任児童委員

■丸瀬布地域

氏名 担当地域

目　谷　眞由美 新町第２

鈴　木　郁　子 水谷町

小　林　哲　雄 新町１、武利、上武利

涌　島　正　成 中町、東町１の一部

國　枝　智加子 新町３

三　田　惠　子 西町、元町、南丸

松　橋　りよ子 天神町、上丸

佐　竹　聡　子 東町第１の一部、東町第２、金山

石　井　康　子 主任児童委員

■白滝地域

氏名 担当地域

【選　出　中】
下白滝・旧白滝

【選出までは「松浦委員」が対応】

松　浦　秀　充 東区

加　藤　優　子 中央区

古　寺　　　博 南区

加　藤　園　子 西区

【選　出　中】
北支湧別・支湧別・上白滝・東白滝　

【選出までは「味戸委員」が対応】

味　戸　美枝子　上支湧別

中　田　玲　子 主任児童委員

民生委員・児童委員名簿
（敬称略）
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有料広告

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。

　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

各種接種費用助成のお知らせ

　高齢者の肺炎球菌感染症の予防接種の助成を行っています。対象の方は、接種・助成申請をお願いします。
■助成対象者
接種日において遠軽町に居住している、①～③のいずれかに該当する方
①65歳の方
②60～64歳で心臓や腎臓、呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活を極度に制限される方
③60～64歳でヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害があり、日常生活がほとんど不可能の方
※�①に該当する方のみ、65歳到達前に接種してしまうなどの間違い接種防止のため、誕生月の月末に個別で案

内文を送付しています。案内が届きましたら、66歳の誕生日前日までに接種してください。
※過去に肺炎球菌の予防接種を受けた方は対象外です。
■助成金額　2,500円
■助成回数　１回
■助成手続き
　医療機関によっては、町助成額を差し引いた額を医療機関から請求されますので、手続きは不要です。ただ
し次の場合は保健福祉課（げんき21）または各支所で手続きしてください。
①町外の医療機関で接種した場合
②遠軽厚生病院・遠軽厚生病院まるせっぷクリニック・みずしま内科クリニックで接種した場合

【手続きに必要なもの】
・医療機関が発行した領収書（コピーは不可）
　肺炎球菌ワクチン代と記載のない領収書は診療明細書など一緒にご持参ください。
・預金通帳など振込金融機関の口座番号、名義人が分かるもの
　申請者と振込先名義人が違う場合は窓口で委任状（印鑑必要）を記入してください。
・予診票の写しやワクチン証明等ロット番号が分かるものをお持ちでしたら持参してください。
※申請書は受付窓口に備えているほか、町ホームページからもダウンロードできます。
※接種後速やかに手続きをお願いします。
■予防接種が可能な医療機関
　料金など詳細については各医療機関にお問い合わせください。
　接種を希望する場合はご自身で医療機関に予約してください。

【接種可能な町内の医療機関】
・遠軽厚生病院
・遠軽共立医院
・みずしま内科クリニック
・はやかわクリニック
・コスモスクリニック・瀧本皮膚科クリニック
・生田原診療所
・丸瀬布ひらやま医院
・白滝診療所
・遠軽厚生病院まるせっぷクリニック

　

問 保健福祉課（げんき21）☎42‐4813

丸瀬布支所☎47‐2211

高齢者肺炎球菌ワクチン接種

▲ Ｈ Ｐ は
こちらから
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　町では、インフルエンザの予防接種を受けた費用の全額、もしくは一部を助成しています。まだ、手続をし
ていない対象者の方は、期限までに手続をしてください。
　なお、町内の医療機関で予防接種を受け、窓口で助成分を差し引いて料金を支払った方は、申請する必要は
ありません。
■助成対象者
　次に該当する方のうち、町外の医療機関で予防接種を受けた方、または町内の医療機関で費用の全額を支
払った方は助成手続きが必要です。
①生活保護世帯に属する方
②満65歳以上または満13歳未満の方
③�満60歳以上65歳未満の方で、心肺等の機能障害またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害を有す

る方
■申請受付期限　３月31日（火）
■助成手続き
・医療機関が発行した領収書（コピーは不可）
　インフルエンザワクチン代と記載のない領収書は診療明細書など一緒にご持参ください。
・預金通帳など振込金融機関の口座番号、名義人が分かるもの
　申請者と振込先名義人が違う場合は窓口で委任状（印鑑必要）を記入してください。
・予診票の写しや母子手帳、ワクチン証明等ロット番号が分かるものをお持ちでしたら持参してください。
※申請書は受付窓口に備えているほか、町ホームページからもダウンロードできます。

　令和７年４月から帯状疱疹ワクチン予防接種が定期接種化されました。町では、次の方を対象に、接種費用
の一部を助成しています。まだ手続きをしていない対象者の方は、期限までに手続きをしてください。なお、
医療機関によっては、町助成額を差し引かれた額を医療機関から請求されますので、手続きは不要です。
■助成対象者
　次に該当する方のうち、遠軽厚生病院や町外の医療機関で予防接種を受けた方は助成手続きが必要です。
①年度末年齢65歳の方
②60歳以上65歳未満の方で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能の障害を有している方
③�年度末年齢が70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳以上（ただし101歳以上の方は令和7年度のみ）

の方
　※令和７年度から５年間の経過措置となります。
■申請受付期限　３月31日（火）
■助成手続き
・医療機関が発行した領収書（コピーは不可）及び診療明細書
・預金通帳など振込金融機関の口座番号、名義人が分かるもの
・予診票の写しやワクチン証明等ロット番号が分かるものをお持ちでしたら持参してください。
※申請書は受付窓口に備えているほか、町ホームページからもダウンロードできます。

　町では、新型コロナワクチン予防接種の接種費用の一部を助成しています。まだ手続きをしていない対象者
の方は、期日までに手続きをしてください。なお、町内の医療機関で予防接種を受け、窓口で助成分を差し引
いて料金を支払った方は、申請する必要はありません。
■助成対象者
　次に該当する方のうち、町外の医療機関で予防接種を受けた方、または町内の医療機関で費用の全額を支
払った方は助成手続きが必要です。
①満65歳の方
②�満60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器の機能障害により、日常生活が極端に制限される方。ま

た免疫の機能に障害があり、日常生活がほとんど不可能な方
■申請受付期限　３月31日（火）
■助成手続き
・医療機関が発行した領収書（コピーは不可）及び診療明細書
・預金通帳など振込金融機関の口座番号、名義人が分かるもの
・予診票の写しやワクチン証明等ロット番号が分かるものをお持ちでしたら持参してください。
※申請書は受付窓口に備えているほか、町ホームページからもダウンロードできます。

インフルエンザ予防接種

高齢者帯状疱疹ワクチン接種

新型コロナワクチン接種

▲ Ｈ Ｐ は
こちらから

▲ Ｈ Ｐ は
こちらから

▲ Ｈ Ｐ は
こちらから
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有料広告

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。

　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

遠
軽
町
旭
川
医
科
大
学
医
師

養
成
確
保
修
学
資
金
　
貸
付

希
望
者
を
募
集
し
ま
す

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
医
療
を
担
う
医
師

の
養
成
確
保
を
図
り
、
町
民
へ
の
安
定
的

な
医
療
提
供
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
旭

川
医
科
大
学
の
医
学
生
を
対
象
に
修
学
に

必
要
な
資
金
を
貸
付
け
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
貸
付
け
を
受
け
た
医
学
生
に
は
、

遠
軽
町
の
地
域
医
療
の
現
状
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
遠
紋
第
二
次
医
療
圏
の
地
域

セ
ン
タ
ー
病
院
で
あ
る
遠
軽
厚
生
病
院
で

臨
床
研
修
を
一
定
の
期
間
受
け
る
こ
と
を

条
件
に
、
貸
付
け
し
た
修
学
資
金
貸
付
金

の
返
還
を
全
額
免
除
し
ま
す
。

■
貸
付
対
象
者

旭
川
医
科
大
学
医
学
部
医
学
科
の
在
学
生

■
令
和
８
年
度
募
集
人
員

各
学
年
２
人
程
度

■
貸
付
金
額　

月
額
５
万
円

■
貸
付
条
件

　

医
師
国
家
試
験
合
格
後
、
遠
軽
町
が
指

定
す
る
医
療
機
関
で
初
期
臨
床
研
修
を
２

年
、
後
期
臨
床
研
修
を
２
年
以
上
受
け
て

い
た
だ
く
こ
と
を
条
件
に
、
修
学
資
金
の

返
還
を
全
額
免
除
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

４
月
30
日（
木
）
必
着
で
、

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送

で
提
出
で
き
ま
す
）。

①
医
師
養
成
確
保
修
学
資
金
貸
付
申
請
書

②
誓
約
書

③
戸
籍
抄
本
等

④
在
学
証
明
書

⑤�

地
域
医
療
に
対
す
る
考
え
、
貸
付
を
希

望
す
る
動
機
等
の
８
０
０
字
程
度
の
レ

ポ
ー
ト

■
そ
の
他　

　

不
明
な
点
や
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
の
募
集
要
項
及
び
申

請
書
類
関
係
は
、
保
健
福
祉
課
（
げ
ん
き

21
）
に
備
え
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
・

問
保
健
福
祉
課

（
げ
ん
き
21
）　

☎
42
‐
４
８
１
３

　町では、町内を巡回するバスにより、献血を行っ

ています。皆さんのご協力をお願いします。

・�献血には、400ml・200mlがあります。

・�献血は、満16歳から69歳までできます(400mlは男

性17歳以上、女性は18歳以上です)。

・�献血をした後には、血液検査の結果が無料で送ら

れてきます(エイズ検査目的の献血は、お断りして

います)。

・�血液は製造することができません。ぜひ、献血に

チャレンジしてみてください。

■献血車ひまわり号日程表(２月)

地域 日程 会場 時間

遠軽 20日（金）

遠軽警察署 10:00～11:30

遠軽町役場裏大型

車庫前
13:00～16:00

　

問保健福祉課（げんき21）

☎42‐4813

募集 いのちをつなぐ 献血

～献血Web会員サービス　ラブラッドのご案内～

　ラブラッドは日本赤十字社と献血者をつなぐ、

Webサービスです。Webサイト・アプリ、どちらか

らでも献血の予約、事前の問診回答などが可能にな

りました。献血会場での混雑回避、滞在時間の短縮、

接触機会の削減ができるので、安心で安全、より手

軽に献血にご協力いただけます。

　ラブラッドアプリは次の２次元バーコードからダ

ウンロードしてください。

▲iPhoneをご利用の方 ▲Androidをご利用の方
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※�イベントの詳細については、ちゃちゃワー

　ルドのホームページをご覧ください。
　

問ちゃちゃワールド☎49‐4022

　今年のバレンタインデーは休日のため、土日に入

館券購入（小学生以上）のお客さまを対象に、ちゃ

ちゃワールドオリジナ

ルデザインを用いた

チョコのつかみ取りを

開催します。

　皆さん、ぜひご来館

ください。

バレンタインデー
チョコつかみ取りチャレンジ！

２/14　～15２/14　～15土 日

林野火災注意報・警報の運用開始
　令和７年２月に岩手県大船渡市で発生した大規模林野火災を受け
て、令和８年１月１日から林野火災の予防を目的とした「林野火災
注意報・警報」の運用が始まっています。

お知らせ

皆様のご理解とご協力を皆様のご理解とご協力を
よろしくお願いしますよろしくお願いします

　

問遠軽地区広域組合消防本部予防課☎42‐7600

　１月から６月の期間、一定期間の降水量や乾燥注意
報など条件に該当した場合は林野火災注意報・警報を
発令します。
※積雪がある場合は発令されないことがあります。

　火災予防条例第29条に定める「火の使用の制限」がか
かります。
①山林、原野等において火入れをしないこと
②煙火を消費しないこと
③屋外において火遊びまたはたき火をしないこと
④�屋外においては、引火性または爆発性の物品その他

の可燃物の付近で喫煙しないこと
⑤�山林、原野等の場所で、火災が発生する恐れが大で

あると認めて遠軽地区広域組合管理者が指定した区
域内において喫煙しないこと

⑥�残火（たばこの吸殻を含む）取灰または火粉を始末す
ること

・�林野火災注意報は、「火の使用の制限」について罰則
の伴わない努力義務を課すものとなっています。

・�林野火災警報は、「火の使用の制限」に違反した者に
対して30万円以下の罰金または拘留に処することが
消防法で定められています。

・遠軽地区広域組合のホームページ、SNSに掲載
・災害情報案内ダイヤル☎49‐2131
・消防車両による広報

発令期間・基準

林野火災注意報・警報が発令された場合の規制

罰則

発令時の周知

北海道消防協会オホーツク

地方支部遠軽分会長賞

遠軽小学校２年

佐々木政雅君
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月のお知らせ月のお知らせ２
Town Information

救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　

受
講
料
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
講
習
名　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

※�

受
講
者
に
は
修
了
証
カ
ー
ド
を
発
行
し

ま
す
。

■
日
時　

２
月
14
日（
土
）午
前
9
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分

■
内
容　

心
肺
蘇
生
法
、
A
E
D
の
取
扱

い
等

■
会
場　

芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ（
メ
ト

ロ
プ
ラ
ザ
）
多
目
的
室
４

■
受
講
対
象　

町
民
一
般
の
方
々

申
込
・

問
遠
軽
地
区
広
域
組
合
消
防
署
警
備

課
救
急
係
☎
42
‐
２
０
５
０

 sy
o
k
y
u
u
k
y
u
u
@
e
n
g
a
ru

k
o
u
ik
i.jp

W
e
b
申
込
み
は
２
次
元
コ

ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

■
町
へ
（
か
っ
こ
内
目
的
）

・�

南
町
１
丁
目　

髙
橋
惠
子
様

　

�

1
千
万
円
（
奨
学
資
金
）

■
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

令
和
７
年
度
累
計（
12
月
末
現
在
）

１
万
１
９
１
６
件

２
億
２
１
６
７
万
８
千
円

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。

　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

有料広告

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日

で
す

　

北
海
道
で
は
、
２
月
７

日
の
「
北
方
領
土
の
日
」
を

中
心
に
、
１
月
21
日
か
ら

２
月
20
日
ま
で
を
「
北
方

領
土
の
日
」
特
別
啓
発
期

間
と
定
め
、
市
町
村
や
関
係
団
体
と
の
連

携
の
下
、
一
層
強
力
に
北
方
領
土
問
題
の

啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
特
別
啓
発
期
間

２
月
20
日
（
金
）
ま
で

　

問
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
総
務
課　

☎
０
１
５
２
‐
４
１
‐
０
６
０
２

※�

上
記
期
間
中
、
役
場
・
各
支
所
に
署
名

簿
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
署
名
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

燃
や
さ
な
い
ご
み
の
収
集
日

を
減
ら
し
ま
す

　

令
和
6
年
度
か
ら
分
別
方
法
を
変
更
し

た
こ
と
に
よ
り
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
の
収

集
量
が
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
状

況
を
踏
ま
え
、
令
和
8
年
度
か
ら
燃
や
さ

な
い
ご
み
の
収
集
回
数
を
減
ら
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
調
整
中
の
た

め
、
内
容
が
決
ま
り
次
第
、
広
報
3
月
号
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
町
公
式
L
I
N
E

で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

有料広告

認知症カフェ

「はなカフェ inコスモス」「はなカフェ inコスモス」
■日時　2月28日（土）13:00～14:30

■場所　芸術文化交流プラザ（メトロプラザ）芸術文化交流プラザ（メトロプラザ）

■内容　「談話・交流」

　50代介護者の本音トーク。介護者同士だから話

せるあれこれ。

■参加料　200円
　

問遠軽町地域包括支援センター ☎42‐9988
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消費生活コーナー消費生活コーナー
～令和８年度消費生活モニターを

募集します～

　北海道では、道民の消費生活の安定及び向

上を図るため、消費生活モニターによる食料品

等の価格調査などを定期的に行っています。地

域の物価に関する情報を収集することによって、

価格等の安定対策を推進するため実施していま

すので、消費者行政に興味のある方はぜひご応

募ください。

■募集人数　１人

■応募資格　�町内在住の満18歳以上（高校生は

除く）で、北海道が主催する消費

生活モニター研修会及び消費生活

地域協議会に出席できる方

■主な職務

・�生活関連重要商品等の価格動向及び出回り状

況の月例調査（毎月10日前後）

・�商品及びサービスの表示等についての調査（年

４回程度）

・アンケートへの回答（年１回程度）

・意見等の提出（必要に応じて）

■任期

令和８年４月１日から翌年３月31日まで

■謝礼金　月額1,600円（予定）

■申込期限　２月20日（金）

■申込先　商工観光課☎42‐4819

　町では、悪質商法による被害や、契約の際のトラ

ブルなどの消費生活に関する相談を受け付けていま

す。相談内容により問題解決の助言や情報提供を行

い、必要に応じてあっせんなども行っています。�
　

問遠軽町消費生活相談窓口（商工観光課）☎42‐4819

※各支所でも相談を受け付けています。

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。

　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

お問い合わせ下さい♪
公文式　南町2丁目教室
月曜日・木曜日

公文式　遠軽東教室
火曜日・金曜日

090-2697-8685
指導者　鈴木

080-6066-6724
指導者　牧島

有料広告有料広告

学校給食調理員大至急募集大至急募集

　学校給食センターの給食作業員（会計年度任用職
員）を募集します。
　現在、各学校・給食センターで作業員の人員不足
により、給食提供が困難な状況となっています。

■共通事項
業務内容　午前：調理等、午後：食器洗浄等
通勤手当　日額100～1,510円（２㎞以上）
■時給パート職　　　　　
・賃金　調理師免許なし　1,127円
　　　　調理師免許あり　1,227円
・有給休暇　６か月経過後に最大７日付与
・勤務日　シフト制で、配置先の給食提供日　　
・勤務先及び募集人員
　遠軽小学校給食室　１日・午前・午後勤務（各１人）
　東小学校給食室　１日・午後勤務（各１人）
　南小学校給食室　午後勤務（２人）
　遠軽中学校給食室　１日勤務（１人）
　南中学校給食室　１日勤務（１人）
　生田原学校給食センター　１日勤務（１人）
■その他　加入保険は、勤務形態により異なります。
　　　　　就業時間は、勤務先により異なります。

　

問遠軽町学校給食センター☎42‐2191

給食作業に興味のある方の応募を
お待ちしています。

「遠軽出前サポステ」「遠軽出前サポステ」を開催しますを開催します

　働きたいけど何から始めたら良いかわからない。若者サ
ポートステーションは、15～49歳の方の就職・自立に向け
た相談を受けています。生活のリズムづくり、コミュニケ
ーションづくりの練習なども行っています。ご家族の方か
らの相談もお待ちしています。
■日時・会場
２/６（金）　芸術文化交流プラザ（メトロプラザ）　10:00～16:00
２/20（金）　芸術文化交流プラザ（メトロプラザ）　10:00～12:00
　　　　　　ハローワーク遠軽　13:00～16:00
■予約　事前に電話で予約してください。
予約・問オホーツク若者サポートステーション
☎0157‐57‐3136
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学学ぼう！ぼう！国国民年金民年金

国民年金のお問い合わせは　北見年金事務所☎0157‐25‐8703　住民生活課☎42‐4812
または各支所　生田原支所☎45‐2011　丸瀬布支所☎47‐2211　白滝支所☎48‐2211

年金事務相談をご利用ください
　北見年金事務所では、２か月に１回年金事務相談を開催し、年金相談や手続を行っています。

予約制で行いますので、利用される方は相談日の１か月前から１週間前までにご予約ください。

　日時や場所は、次のとおりです。皆さん、どうぞご利用ください。

■日時　３月12日（木）　午前10時～午後４時　※次回の相談日は５月14日（木）です。

■場所　保健福祉総合センター（げんき21）

■予約・問い合わせ　北見年金事務所お客様相談室　☎0157‐25‐8703

　　　　　　　　　　※音声ガイダンスに従って「お客様相談室」につないでください。

「ねんきん定期便」をお送りしています

　日本年金機構では、国民年金及び厚生年金保険の被保

険者の方に対して、年金加入記録をご確認いただくとと

もに、年金制度に対するご理解をいただくため毎年１

回、誕生月に「ねんきん定期便」をお送りしています。

　35歳、45歳、59歳の方には「封書」の「ねんきん定期便」

を、それ以外の方にははがきの「ねんきん定期便」をお送

りしています。

　ねんきん定期便では、次の項目について通知されます。

■全員に記載される情報

①これまでの年金加入期間

②50歳未満の方には加入実績に応じた年金見込額、50

歳以上の方には、ねんきん定期便作成時点に加入して

いる年金制度に引き続き加入した場合の将来の年金見

込額を表示しています。（年金受給中の方には年金見込

額は通知されません）

③これまでの保険料納付額

④保険料納付額の月別状況

■35歳・45歳・59歳の方に追加で記載される情報

①これまでの加入履歴

②厚生年金保険の標準報酬月額

　ねんきん定期便に関するお問い合わせは、ねんきん定

期便専用ダイヤルをご利用ください。

【ねんきん定期便専用ダイヤル】

☎0570‐058‐555

※050から始まる電話でおかけになる場合

☎03‐6700‐1144

【利用できる曜日と時間】

・月曜日　午前８時30分～午後７時

・火～金曜日　午前８時30分～午後５時15分

・第２土曜日　午前９時30分～午後４時

学生納付特例制度の承認期間について

　学生納付特例制度の承認期間は４月（または満20歳の

誕生月）から翌年３月までです。

　令和７年度に学生納付特例の承認を受けた方で、令和

８年度以降に卒業予定の場合、日本年金機構から「国民

年金保険料学生納付特例申請書」（はがき形式のもの）が

郵送されます。必要事項を記入し、返送することで、令

和８年度の学生納付特例の手続きができます。

※�在学する学校や卒業予定月など、当初申請した内容に

変更がある場合は、役場の年金担当窓口で、再度申請

手続が必要になります。ご不明な点は、北見年金事務

所、住民生活課または各支所へお問い合わせくださ

い。

国民年金保険料の口座振替と

保険料の前納について

　国民年金保険料は、日本年金機構から送付される納付

書により、金融機関や郵便局、コンビニエンスストアな

どで納めていただくことになっていますが、預貯金の口

座から毎月自動的に引き落とす「口座振替」もご利用いた

だけます。

　口座振替を希望する方は、事前に手続きが必要となり

ますので、北見年金事務所、住民生活課または各支所へ

お問い合わせください。

　口座振替には、本来の納期限に振替する翌月末振替の

ほか、保険料が割引になる当月末振替（早期）や、まとめ

て前払いする前納もできます。保険料の前納には、６か

月前納や１年前納のほか、割引額の大きい２年前納もあ

ります。

※�令和８年度の保険料は令和７年２月下旬に決定されま

す。
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Hello! OTONARI SAN!
【コラム】遠

えんがるちょう

軽町に住
す

む外
がいこくじん

国人住
じゅうみん

民や海
かいがい

外にルーツをもつ方
かた

にインタビュー。

今
こんかい

回は、昨
さくねん

年 10月
がつ

から約
やく

２か月
げつかん

間にわたり、石
せ っ き

器に関
かん

する研
けんきゅう

究のため遠
えんがるちょう

軽町

に滞
たいざい

在していたフランス人
じん

考
こうこがくしゃ

古学者のルーカスさん。夏
なつ

にフランスを出
しゅっぱつ

発し、 

モンゴル、東
とうきょう

京、遠
えんがる

軽、札
さっぽろ

幌と約
やく

４か月
げつ

にわたる長
なが

い長
なが

い研
けんきゅう

究の旅
たび

をしている

ルーカスさんに、遠
えんがる

軽での生
せいかつ

活や研
けんきゅうないよう

究内容についてお話
はなし

を聞
き

きました

　フランス北
ほくせい

西部
ぶ

・ブルターニュ地
ち ほ う

方の小
しょうとし

都市ロリアン

（L‘Orient）出
しゅっしん

身。現
げんざい

在は、フランス南
なんせい

西部
ぶ

の大
だ い と し

都市トゥー

ルーズ（Toulouse）にある大
だいがくいんせい

学院生（博
は く し か て い

士課程）であ

りながら、フランス国
こくりつ

立科
か が く

学研
けんきゅう

究センター（CNRS）の

研
けんきゅうしつ

究室で考
こうこがく

古学研
けんきゅう

究を行っている。専
せんもん

門は、細
さいせきじん

石刃と

呼
よ

ばれる小
ちい

さな石
せ っ き

器。

旧
きゅうせっき

石器時
じ だ い

代後
こ う き

期を代
だいひょう

表する石
せ っ き

器のひとつ。 

とても小
ちい

さな石
せ っ き

器であり、槍
やり

の先
せんたんぶ

端部にはめ込
こ

み、 付
つ

け

替
か

え刃
ば

のようにして使
つか

っていたようです。

この細
さいせきじん

石刃を作
つく

る技
ぎじゅつ

術のひとつが「湧
ゆうべつぎほう

別技法」。 

“Yubetsu Technique”として世
せかいてき

界的に有
ゆうめい

名です。   

　　　　遠
えんがる

軽に来
き

た目
もくてき

的は？ 

― 一
ひとこと

言で言
い

えば、石
いし

を見
み

るためです！ 現
げんざい

在、「石
せ っ き

器を

つくる技
ぎじゅつ

術がどこで生
う

まれたか」をテーマとした大
だいがく

学

のプロジェクトに参
さ ん か

加していて、その一
いっかん

環で遠
えんがるちょう

軽町

白
しらたき

滝にある、膨
ぼうだい

大な石
せっきしりょう

器資料を研
けんきゅう

究しています。 

　　　　遠
えんがる

軽のことを知
し

っていましたか？ 

―この研
けんきゅう

究を始
はじ

めてから知
し

りました。ただ、考
こうこがく

古学の

世
せ か い

界では、北
ほっかいどう

海道で生
う

まれた“湧
ゆうべつぎほう

別技法”がとても

有
ゆうめい

名です。だから北
ほっかいどう

海道のことは知
し

っていましたよ。 

　　　　この研
けんきゅう

究を始
はじ

めたきっかけは？ 

―なんとなく…（笑）考
こうこがく

古学を仕
し ご と

事にできると知
し

った

のは高
こうこう

校卒
そつぎょうご

業後、大
だいがく

学で素
す ば

晴らしい先
せんせい

生に出
で あ

会って、

研
けんきゅう

究にのめりこんでいきました。

　　　　仕
し ご と

事で好
す

きなところは？

―先
せ ん し じ だ い

史時代では主
しゅかんてき

観的な記
きじゅつ

述がなく、モノだけが残
のこ

る

ため、何
なに

が起
お

こったのかを多
た よ う

様な視
し て ん

点から考
こうさつ

察する

必
ひつよう

要があります。それがこの研
けんきゅう

究のおもしろさだと感
かん

じています。また、日
に ほ ん ご

本語がわからなくても、石
せ っ き

器を

分
ぶんせき

析すれば、この白
しらたき

滝で何
なに

が行
おこな

われていたかを感
かん

じ取
と

ることができます。先
せ ん し じ だ い

史時代には国
こっきょう

境という概
がいねん

念がな

い点
てん

もこの研
けんきゅう

究の好
す

きなところであり、魅
みりょく

力です。

　　　　遠
えんがる

軽での生
せいかつ

活はどうでしたか？

―研
けんきゅう

究にあたり、部
へ や

屋や道
ど う ぐ

具を用
よ う い

意してもらい本
ほんとう

当に

感
かんしゃ

謝しています。北
ほっかいどう

海道の田
い な か

舎が好
す

きなので、とて

も静
しず

かで研
けんきゅう

究に専
せんねん

念できました。遠
えんがる

軽のお気
き

に入
い

り

は、電
でんしゃ

車の窓
まど

からみる湧
ゆうべつがわ

別川や崖
がけ

とセブンイレブン！

（笑
わらい

）ただ、石
せ っ き

器の数
かず

が多
おお

すぎて、研
けんきゅう

究が終
お

わりませ

んでした。だからまた戻
もど

ってきたいです

No

03
Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

１年
ねんまえ

前にも別
べつ

の目
もくてき

的で白
しらたき

滝に２週
しゅうかん

間滞
たいざい

在していたとい

うルーカスさんは、白
しらたき

滝の膨
ぼうだい

大な数
かず

の石
せ っ き

器に魅
みりょう

了さ

れ、必
かなら

ず戻
もど

ってきたいと思
おも

っていたそう。調
ちょうせい

整を行
おこな

っ

た遠
えんがるちょう

軽町埋
まいぞう

蔵文
ぶ ん か ざ い

化財センターの学
がくげいいん

芸員・瀬
せ し も

下さんは

『戻
もど

ってきたいとは聞
き

いていたけど、まさかフランスか

ら本
ほんとう

当に戻
もど

ってくるとは！』と驚
おどろ

いたようでした。 

★詳
くわ

しくは遠
えんがるちょう

軽町埋
まいぞう

蔵文
ぶんかざい

化財センターで学
まな

べます

細
さいせきじん

石刃とは？

↓細
さいせきじん

石刃
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生田原スポーツセンター 冬季休館

丸瀬布郷土資料館 冬季休館

丸瀬布昆虫生態館
３日（火）、10日（火）、17日（火）

24日（火）

丸瀬布図書室
１日（日）、８日（日）、11日（水）

15日（日）、22日（日）、23日（月）

埋蔵文化財センター、白
滝ジオパーク交流センタ
ー、白滝図書館

休館日無し

キッズメトロ
２日（月）、９日（月）、16日（月）
24日（火）

2月2月
体育施設体育施設

文化施設文化施設

休館日休館日

総合体育館、えんがる温水
プール、東体育館、豊里体
育館、高齢者スポーツセン
ター、遠軽町武道館、遠軽
コミセン、社名淵体育館、
瀬戸瀬コミセン

２日（月）、９日（月）、16日（月）

遠軽町図書館
２日（月）、９日（月）、16日（月）
27日（金）

遠軽町郷土館
２日（月）、９日（月）、12日（木）
16日（月）、23日（月）、24日（火）

生田原図書館
２日（月）、９日（月）、11日（水）
16日（月）、23日（月）、24日（火）

『分裂蜂起』　佐々木　譲

　日露戦争で敗戦した日本はロシア軍の駐屯を許して

いた。ロシアで過激派が蜂起し、臨時政府から政権を

奪取。一方、警視庁の新藤は水死体の引き揚げ現場に

遭遇し…。歴史改変警察小説第３弾。『小説すばる』連載

を加筆・修正。

御稲荷さまの謎解き帖【朝
あ さ み

水想
そう

】ルーカスのいうとおり

【阿
あ つ か わ

津川辰
た つ み

海】普天を我が手に第３部【奥
お く だ

田英
ひ で お

朗】猿【京極

夏彦】岩窟の王【友
と も い

井羊
ひつじ

】晴れの日の木馬たち【原田マハ】

数学者と聖骸布騎士団【藤本ひとみ】６０代、日々好日、

時々ため息【唯川恵】バウムガートナー【ポール・オース

ター】今さら聞けない神社の超基本【渋
し ぶ や

谷申
のぶひろ

博】ひとり

暮らしの栄養手帖【中井エリカ】空き家まるごとＤＩＹ

【阪
さかぐち

口克
かつみ

】育て方がよくわかる盆栽図鑑【広瀬幸男】なぜ、

これが名画なの？【秋
あ き た

田麻
ま さ こ

早子】

●遠軽町図書館 新刊紹介

３日（火）　ちゅうりっぷ教室（10:00～・げんき21）

４日（水）　桜教室（10:00～・げんき21）

　　　　　藤教室（14:00～・げんき21）

５日（木）　ひまわり教室（10:00～・げんき21）

　　　　　ラベンダー教室（13:30～・げんき21）

12日（木）　おとこ組（調理教室）（10:00～・げんき21）

17日（火）　ちゅうりっぷ教室（10:00～・げんき21）

18日（水）　コスモス教室（10:00～・総合体育館）

　　　　　おとこ組（13:30～・総合体育館）

19日（木）　ひまわり教室（10:00～・げんき21）

　　　　　ラベンダー教室（13:30～・げんき21）

25日（水）　桜教室（10:00～・げんき21）

　　　　　藤教室（14:00～・げんき21）

●2月　健康運動教室等

２日（月）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

４日（水）　赤ちゃんひろば（10:00～・げんき21）

６日（金）　げんきひろば（10:00～・キッズメトロ）

９日（月）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

13日（金）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

16日（月）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

18日（水）　赤ちゃんひろば（10:00～・げんき21）

20日（金）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

25日（水）　赤ちゃんひろば（10:00～・げんき21）

26日（木）　すこやか親子相談・妊産婦相談（10:00～・げんき21）

27日（金）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

●2月　健康相談 ・ 育児学級

４日（水）　１歳６カ月児健診（13:00～・げんき21）

　　　　　４カ月児健診（13:20～・げんき21）

18日（水）　３歳児健診（13:00～・げんき21）

　　　　　１歳児健診（13:20～・げんき21）

●2月　健診 ・ 検診 ・ 予防接種

１日（日）、８日（日）、11日（水）、15日（日）、22日（日）

23日（月）

●2月　休日当番医 （遠軽厚生病院☎42-4101）

７日　「ギガントサウルス～こおったギガント」

14日　「あとかくしの雪」

21日　「のりものまん～新幹線にのるぞ！」

28日　「ふしぎ駄菓子屋銭天堂～チャーミングミ」

●遠軽町図書館 童話の時間 （午前11:00～）

オホーツク
文学館



23 令和８年２月号

  月２
み ん な の カ レ ン ダ ーみ ん な の カ レ ン ダ ー

 運転免許 運転免許

 更新時講習 更新時講習

問合せ先：遠軽地区交通安全協会 ☎42‐0110 内線415
会　　場：遠軽自動車学校３階第２教室「交通安全教育センター」

７日（土） 一般　13:30～ 初回　14:40～

10日（火） 優良　13:30～ 違反　14:10～

28日（土） 優良　  9:00～ 一般　  9:40～

●文化 ・ スポーツ ・ イベント

1日
（日）

2日
（月）

カムデンの英会話教室（19:00～ ・丸瀬布中央公民館）

3日
（火）

４日
（水）

しらかば大学（10:00～ ・ かぜる西）
ことぶき大学（10:00～ ・ 丸瀬布中央公民館）

５日
（木）

シェイプアップ教室（13:30～ ・ 遠軽町総合体育館）
自治会対抗モルック大会（19:00～ ・ スポーツプラザＴＡＭＯＫＵ）

６日
（金）

瞰望大学卒業式 ・終業式 ・閉講式（10:00～ ・ メトロプラザ）

７日
（土）

まるせっぷ子ども教室（10:00～ ・ 丸瀬布中央公民館）
童話の時間（11:00～ ・ 遠軽町図書館）
玄野杯バレーボール大会（遠軽町総合体育館）

８日
（日）

山彦の滝観察会（9:00～ ・ 遠軽町昆虫生態館ほか）

９日
（月）

カムデンの英会話教室（19:00～ ・丸瀬布中央公民館）

10日
（火）

ことぶき大学（10:00～ ・ スポーツプラザＴＡＭＯＫＵ）
童話の時間りとる（11:00～ ・ 遠軽町図書館）

11日
（水）

祝日開館（遠軽町図書館）

12日
（木）

シェイプアップ教室（13:30～ ・ 遠軽町総合体育館）
英会話教室（19:00～ ・ 遠軽町教育委員会）

13日
（金）

14日
（土）

読み聞かせ会どろんこ（10:00～ ・ かぜる安国）
わくわく自然体験教室（10:00～ ・ 丸瀬布中央公民館ほか）
童話の時間（11:00～ ・ 遠軽町図書館）

15日
（日）

えんがるバトミントン交流会（遠軽町総合体育館）

16日
（月）

カムデンの英会話教室（19:00～ ・丸瀬布中央公民館）

17日
（火）

18日
（水）

19日
（木）

しらかば大学（10:00～ ・ かぜる西）
シェイプアップ教室（13:30～ ・ 遠軽町総合体育館）

20日
（金）

町民水泳指導（10:00～ ・ えんがる温水プール）
町民水泳指導（11:10～ ・ えんがる温水プール）
ことぶき大学閉講式（11:00～ ・ 丸瀬布中央公民館）

21日
（土）

キッズチャレンジクラブ（9:30～ ・ キララン清里）
絵本の読み聞かせ（10:30～ ・ 生田原図書館）
童話の時間（11:00～ ・ 遠軽町図書館）

22日
（日）

第４０回記念湧別原野オホーツククロスカントリースキー
大会（湧別原野特設クロスカントリーコース）

23日
（月）

祝日開館（遠軽町図書館）

24日
（火）

童話の時間りとる（11:00～ ・遠軽町図書館）

25日
（水）

26日
（木）

シェイプアップ教室（13:30～ ・ 遠軽町総合体育館）
英会話教室（19:00～ ・ 遠軽町教育委員会）

27日
（金）

月末休館日（遠軽町図書館）
町民水泳指導（10:00～ ・ えんがる温水プール）
町民水泳指導（11:10～ ・ えんがる温水プール）

28日
（土）

絵本の読み聞かせ（10:30～ ・丸瀬布生涯学習館）
童話の時間（11:00～ ・遠軽町図書館）
遠軽室内フットサル大会（遠軽町総合体育館）
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今
月
の
表
紙
は
、「
令
和
8
年
遠

軽
町
二
十
歳
の
成
人
式
」
と
「
第

１
０
５
会
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ

ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
の
一
こ

ま
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
27
日
、
花
園
ラ
グ
ビ

ー
場
で
行
わ
れ
た
１
回
戦
に
遠
軽

高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
が
出
場
。
敗
れ

は
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
黒
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
背
負
っ
て
堂
々
と

し
た
戦
い
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
11
日
に
は
成
人
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

新
成
人
１
２
３
人
が
集
い
、
晴
れ

着
姿
で
旧
友
と
の
久
々
の
再
開
を

楽
し
む
と
と
共
に
、
成
長
し
た
我

が
子
を
喜
ぶ
両
親
の
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
若
者
た
ち
が

こ
れ
か
ら
の
遠
軽
町
を
背
負
っ
て

活
躍
す
る
、
輝
か
し
い
未
来
の
姿

を
映
し
て
い
ま
し
た
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

今
月
の
表
紙

広報えんがるで取り上げてほしい
特集があったら企画課まで連絡してね！

まいたうんギャラリーまいたうんギャラリーまいたうんギャラリーまいたうんギャラリー

2025年農林業センサス功績者農林水産大臣表彰伝達式2025年農林業センサス功績者農林水産大臣表彰伝達式

　12月25日、2025年農林業センサス功績者農林水産大臣表

彰の伝達式が行われ、農林業センサス功績者として、箭内秀

幸（やないひでゆき）さんが表彰されました。

　箭内さんは農業基本調査や農林業センサスなどの調査員を

昭和51年から現在に至るまでの長きにわたり務めており、今

回その功績が認められ農林水産大臣から表彰状と記念品が贈

呈されました。伝達を受けた箭内さんは「親から引き継ぐ形で

調査員として活動してきましたが、こんなに長い間活動して

いたとは驚きました。町民の皆さんが調査に協力的なおかげ

でここまで続けられたのかなと思います」と話していました。

令和８年遠軽町消防団消防出初式令和８年遠軽町消防団消防出初式

　１月４日、芸術文化交流プラザ・メトロプラザで、遠軽地区

広域組合遠軽町消防団（稲田光男団長）による令和８年遠軽町消

防団消防出初式が行われ、町内４地域の消防団員120人が参加

しました。式では、稲田団長が「組織としての連携を深め、遠

軽町を自分たちの手で守るという志を胸に精進してまいりま

す」と式辞を述べ、出席していた佐々木修一遠軽町長は「皆様に

は日頃から重要なお仕事をしていただいております。これから

も訓練を重ね、町民の生命財産を守っていただきますようお願

いします」と挨拶していました。

顧
問
２
人
の
縁
で

初
め
て
実
現

長
年
に
わ
た
る

調
査
員
と
し
て
の
功
績

「
町
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
る
」

志
を
胸
に

旭商×遠軽Ｘｍａｓメモリアルコンサート旭商×遠軽Ｘｍａｓメモリアルコンサート

　12月24日、芸術文化交流プラザ・メトロプラザで「旭商×遠

軽Ｘｍａｓメモリアルコンサート」が開催されました。  

　旭川商業高校吹奏楽局と遠軽高校吹奏楽局による合同演奏会

は初めてで、旭川商業高校の橋本一歩顧問と遠軽高校の高橋利

明顧問が学生時代から知り合いだった縁から今回実現しました。

　生徒たちが入場通路や大ホール内に装飾を施してクリスマス一

色となった会場で、クリスマスにふさわしい全９曲を２部構成で

披露。両校によるここでしか味わえないコンサートとなり、観客

の皆さんにとって素敵なクリスマスプレゼントとなりました。


